
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が生まれて初めて、悲しみの涙を流した絵本です。 

最後に銃で撃たれてしまう場面は衝撃的でした。 

少し前の連ドラでも、ラジオ劇として紹介されていました。 

当時、私の読んだ絵本があるはず、と絵本室を探したら、あり

ました。 

左ページに、ご本人のサインとブルブルのイラストが描かれてあ

り、右ページには…たぶん、ボニージャックスさん達のサインがあり

ました。 

 

そして、どのような想いで、この絵本を描いたのかも、 

しっかりと書かれていました。 

「主人公ブルブルが警官隊の銃撃にたおされる場面では、 

かきながら私は涙をおさえることができませんでした」 

「人生の悲痛については眼をそむけるべきではない」 

「愛と勇気について語りたかった」そうです。 

賛否両論あると思いますが、 

私は「愛」という温かい思いも 

感じました。とても素晴らしい 

絵本だと思います(*^_^*) 

 


